
新潟県立看護大学学長 中島 紀恵子

数 十年ぶ りの豪 雪の中、平成18年 の幕 開け とな りま した。平成

16年 夏 の7.13水 害、同年10月23日 の新潟県 中越大震災 、そ して

今季 の雪害 。ここ数年にわた り、立て続け に自然災害 を被 った新潟

県 ですが、ささや かな朗報は、今年3月17日 、第一期の学生 たちが

卒業 式を迎える ことです。大 自然の懐 にいだかれて、地域文化の あ

りよ うの中に看護学 とい う学問の追究があるのだ という理解 を基盤

に、学生は これまで育んできた 自己の資質 を、新転地 で力強 く発揮

して くれる ことを願 ってやみません。教職員一人 ひとりが精 一杯 の

慈 しみをも って学生を送 り出す喜 びと寂 しさは、昔 から引き継がれ

ている学園文化 といえるもので しょう。

さて、本学は完成年次 にあた り、来年度 か ら教育組織 を大 き く変

更 し、これまでの講座制を廃止 します。新 しい教育体制 は、来年度

開設の大学院教育における体制 をふまえたものであ ります。新体制

でのね らいは、教育 において、教員個 々が教科 目ことに結集 し、話

し合い、教育の質の向上 に向けて、今 まで以上 に工夫 や努力が反映

される仕組みを意図 した こと、また研 究において、教科 目にと らわ

れる ことな く課題 ことにプロジェク トを組んで知恵 を出 し合 う、そ

うい った ことがよ り行いやす い組織 体制と した ことです。大き く共

通科目と専門科 目に区分 し、共通科 目は 「人間環境科学」と 「生物 ・

医学」 の領域 、専門科 目は 「基礎 看護学」「臨床看護学 」「地域生活

看護 学」の領 域か ら構成 します 。この新 しい組 織が生

かされる よう、教員 それぞ れが 自立的 であ り、そ して

柔軟性に富む教育研究者であることを切に望んでいます。

本年4月 よ り本学 に大学院(看 護学修士課程)が 新 設

されることも、大きな変化です。1学 年の定員は15名 で、

高度専門 職業人の 育成 を大きな 目標 に掲げて います 。

県内外で 働 く看護 実践家 の方々 にも トライ してい ただ

けるよう、長期履修制度や専門看護師に対応 したカ リキュ

ラ ム を 用 意 しま した 。詳 し くは 本 学 ホ ー ムペ ー ジ

(http://www.niigata-cn.ac.jp)を こ参照 ください。

本学 は、本年 も、教 員が一丸 とな って 、よ り質 の高

い教育 ・研究 を展開できる よう研鑛 に励んで参 ります。

大学の 成熟過程 にお いて直面 する 困難な状 況を私 ども

が乗 り越えて いける よ う、 どうぞ絶 え間 ない関心 を、

本学にお寄せいただけます ようにお願 い申 し上 げます。
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卒業までの最後の八一 ドルともいえる 「専門ゼ ミナール」「専門

実習」「看護研究」の3つ の連続 する教科 目が、昨年12月7日 の論

文提 出と、2006年1月17～18日 の看護研究発表会 をもって、

無事 終了 しま した。昨年4月 のゼ ミナール開始 か ら約1年 。学生

は自らが選んだ専門領域、研究テーマに立ち向かい続けま した。

看護研究を仕立てあげるまで
第4学年 野尻 千晶

私は小児看護学ゼミ に所属 し、幼児 を対象と した採血時の行動

に関する研究を行いま した。研究論 文を提 出 し終えた今、 これま

での経過を振 り返る と多 くの失敗 と苦労が思い浮かびます。例え

ば、データを収集させて いた だく際、その時々に没頭 して しま っ

た為に本来私が持 って いた 目標 を見失 いそうになる ことがあ りま

した。また、研究 に協力 して頂 く子 どもやこ家族に対 し、子 ども

の症状や こ家族の心理的状況 を把握 しなが ら研究を行 う必要性を

強 く感 じると共 に、その難 しさ に悩むときもあ りま した。

しか し、研究論文 を作成 することで、得るものが大きか った こ

とも事実です。研究で悩ん でいる時には、先生方に話を聞いて頂

きま した。先生方 も多忙 だったにも関わ らず、丁寧な指導や優 し

い言葉を頂き、それ はその時の私にと ってとても救い にな りま し

た。また友人の存在も大 きく、一 緒に研究を行 う者 同士励 ま しあ

ったこともあ りました。

私の看護研究の内容は全 く不完全 なものです。 しか し、研究を

行うことで、苦労以上の大 きな学 びを得る ことがで きたと感 じて

います。私 は、

4月 か ら病 院の

看護師 と して働

く予定で すが、

看護研究 で得 ら

れた学 びを十分

に生か して働き

たい と、今 強 く

感 じています。

ゼミのひとこま

研究論文の提出を終えて
第4学年 大竹 亜美

私 は、看護研究のテー マと して、3年 次の 老年看護学実習で 印

象深か った 、認知症高 齢者の口腔ケア について取 り上 げま した 。

漠然 と した疑 問からテーマを選んだものの、 どの ように研究 につ

なげていけばいいのかわからず、なかなか進まず に苦労 しま した。

しか し、先生方 のア ドバイスや こ指導のおか げで、研究計画書の

作成 、施設 でのデータ収集、論文製作 と、研究を進めて いくこと

がで きま した 。また、テーマが 自分のや りたい こと、興 味の ある

ことだ った ため、大 変なが らも、最後までや り通す ことができた

のだ と思 います。このよ うに、研究では 自分の興味の あること、

疑 問に思 ったことについて深 く学ぶ ことができるた め、そ れまで

の学習 とは違 った楽 しさを味わ うことができま した。

今回の論文作成を通 して、看護研究 とは どのようなものなのか、

どうや って行われ ているの か、とい うことを学 ぶことができ ま し

た。また、 いろいろな研究論文 に触れて、 さまざまな分野の研 究

が行われて いる ということを知 り、 こうした看護 研究によ り、看

護の発展があ った

のだ とい うことを

実感する ことがで

きま した。

看護研究の実施

は大変で したが、

これ までの学習の

集約 とな り、とて

もよ い経験 だった

と思います。 発表会に臨む

看護研究発表会

2006年1月17～18日(18日 は掲示のみ)の2日 間にわた り、

ポスター プ レゼンテーシ ョン形式 による看護研究発表会 が開催 さ

れ ま した。発表者 一人あた りの持ち 時間は、発表6分 、質疑4分

の計10分 で、16の セ ッションに分かれて実施 されま した。各群

の座長 も学生 がつとめ、どの会場も活発な質疑 が行 われていま し

た 。また、この発表会には専門実習な どで こ指導 をいただいた機

関の方々、また看護研究のプロセスで様々なこ助力を下さった方々

もお招き しま した。

学生はもとよ り、学

外の指導者の方々も

含め、多 くの意見交

換が展開され、最後

には学生のポスター

の前で一緒に写真を

とる風景もみ られま

した。

発表 を終えた学生

か らは、「とても緊張

した けど、質 問を し

て もらえて とて もう

れ しか っ た」 「多 く

の発 表を聴 くことが

で きて、 こんな テー

マ もあるんだ 、と改

めて 気づかされ 、と ポスターによる報告

ても参考 になった」 などの意見が聴かれ ま した。また座長 をつと

めた学生 は、「事前に質問を用意 してお くよ うに、 と先生 か ら言 わ

れた けど、いっぱいの質問が出て、 よかった。また、 どの発表 も

すば らしくて、聴き入って しまった」 と話 して いま した 。

専門実習 の機会 を提 供 して下さ った 関係機 関の皆様、看護研 究

にフィール ドと して、あるいは研究協力者 と して こ支援下 さった

皆様 に、改めてお礼申 し上 げます。

発表を聴く参加者



カリフォル ニア州におけるナース ・プラクティショナーについて

看護基盤科学 助教授 朝倉 京子

2005年 の夏 、カリフォル ニア州デー ビスにて海外研修 を して

参りま した。今 回の研修では複数の 目的をもって渡米 しま したが、

今回は紙面の都合もあ りますので 、カ リフォル ニア州のナース ・

プラクテ ィシ ョナー(以 下、NPと 略す)に 関する調査結果 を中

心に報告致 します。

NPと は、大学 院修士課程程 度の教育 を受 け、定め られた専門

的な訓練を受けた看護職者で 、検査の指示 、診断、治療ができる

看護 の職種です。彼 らの多 くは地域の ク リニ ックや、総合病院の

外来 で働 いて います。

まず驚いたのは、彼 らが ほぼ完全 に医師か ら独立 して働いてい

るとい うことです。カ リフ ォルニア州 の法律で は、NPは 医師の

スーパー ヴァイズを受 けな けれ ばならないことにな っています。

しか し実 際に話を聞 くと、NPは スーパー ヴ ァイザーで ある医師

と1月 に1回 ぐらい、電話などで簡単な コンタク トをとる程度で、

日々の診断や治療 について は自らの責任 ですべて行 っているので

す。

また、私が訪れたク リニ ックの多 くでは、複数の診察室があり、

そこ に医師 とNPが それぞれ 待機 していて 、患者さん が医師にす

るかNPに す るか選べる ようにな ってい ま した。患者 さんか らす

ると、 医師 であ って もNPで あ っても治療 と してや ってくれる こ

とは同 じであ って、 む しろNPは 看護のバ ックグラ ウン ドをも っ

ているため、よ り話 を聞いてくれ る、関心を示 して くれる、な ど

の良さがあるので、人気があるということです。医師でもNPで も、

患者の支払 う金額は 同 じで あることか らも、このよ うな外来 にお

いては 、誰 が医師であ って誰がNPで あ るとい うことの 区別は重

要ではないということを強 く感 じま した。

次 に、NPの 社 会的地位の 高さと待遇の良 さ に驚き ま した。彼

らの給料は、勤務する クリニ ックによって差があ りま したが、初

任給で70,000～90,000ド ル 、経験のあるNPで あれば100,000ド

ル程度で した。 これは、アメリ力社会ではかな りの高給取 りです。

それでも 医師を雇用す るコス トに比 べれば2/3で すので 、アメ

リカの議員や官僚には、近い将来 、ク リニ ックや病院の外来 にお

ける診断 ・治療はすべてNPやPA(フ ィジシャン ・アシスタン ト：

看護の免許 は持 たないが 、大 学院 レベ ルの教育 を受け、NPと 同

様 の仕 事をする医療職)が 行 い、医師はこ く限 られた難病 や特 殊

な治療のみを行 うよ うになると予測する人もいるそうです。

このよ うに書 くとアメ リカの看護 はとても進んで いるように感

じられますが 、NPが 最初 に登場 した1970年 代 は、医師 との問

の葛藤 が絶えなか った こと、 医師の スーパーヴ ァイ ズはよ り厳 し

いもので、NPが 書 く処方箋すべ てに医師 のサイ ンが必要で あ っ

たという時代があ ったそ うです。

日本 の看護教育は高学歴化 し、専 門看護 師などの高度 に専門的

な資格を整備しつつあ

りますが、肝心の看護

職者の権限に関しては

戦後60年 全く変わら

ないままです。日本の

看護職者がより高い専

門性と自律性を確保す

るために、我々はもっ

と力を注ぐべきなのか

もしれない、と強く感

じた研修でした。

最後に研修の機会を

与えてくださった大学

と同僚に感謝を申し上

げます。 ウエルネス・エクスプレス・クリニックのエリザベス

(ファミリー ・ナース・プラクティショナー)と

ケベック市の英語

看護基盤科学 助教授 中村 博生

海外研究の対象都市 は、カナ ダ連邦のケベ ック州ケベ ック市で

あ った。研究テーマは、「外 国における外国語 と しての英語教育の

現状調査」である。 この州は言語教育の歴史をもつところで、「イ

マー ジ ョン教育」 に代表され る第2言 語教育の メ ッカとい っても

差 し支えのない土地である。ケベック市は、人口169,076人(2001

年)で 、メキシ コ以北の北米唯一の城壁都

市である。州の公用語はフランス語であ り、

フランス文化が随所に見 られる。1608年

にサミ ュエル ・ド ・シャンプランによって

創設され、 ヌーベル ・フラ ンス植民地の首

府であ った。その後、七年戦争で は英軍の

攻撃を受け、1759年 市郊外の アブラハ ム

平原で英仏両軍が戦い、仏軍が大敗 した 。

パ リ条約でイギ リス領 とな り、1867年 力

ナダ 自治領が成立 しオ タワに首府 が移転 す

るまで英領力ナ ダの首府で もあった。アメ

リ力独立戦争で は米軍の襲撃 を受 けたが撃

退 している。

この市で、エ コール ・プリメー ア(小 学

校)、 エ コール ・セカンデー ア(中 高一 買

校)、 セ ジェ ップ(専 門学校/短 期大学)の 英語 授業を観察 し、

コミュニテ ィの英語使用状況調査 を行 ってきた。印象 的だ った こ

とは、英語の先生が、母語(フ ランス語)を できる だけ使 わず に

英語で授業を進めている ことと、生 徒が総 じて意欲 的に英 語を学

ぼ うと している ことだ った。 町の人 々も英語で話す観光 客が多い

ため、英語を積極的 に使お うと している。 このよ うな環境 が、市

民を外国語によ り親 しませる大 きな要因である ことが実感 できた

研修であった 。

エコー ル ・セ カンデ ーア



地域看護学実習を終えて
地域看護学 講師 平澤 則子

2005年 の5月 中旬か ら6月 下旬 にか けて 、4年 生(第1期 生)

は看護大学 としては じめての地域看護学実習を行いま した。

この実習 は、地域集団の健康状態をアセ スメン トする 「地域診

断実 習」1週 間 と、主 に保健所 ・市 町村 の看護活動を学 ぶ 「保健

所市 町村実習」2週 間、在宅療養者へ の看護活動を学 ぶ 「訪 問看

護実習」1週 間の合計4週 間です。

学 生は、病院実習では見え にくい家族 や地域の生活実態を、実

際に地域を踏査 して把握する ことの有効性 、地域の健康ニーズを

基礎看護学実習Ⅱを終えて
実践基礎看護学 助手 籠 玲子

2005年9月5日 か ら10月14日 の6週 間、2年 生(第3期 生)

は基礎看護学 実習Ⅱ を行 いま した。1週 目、学 内で、事前学習 と

して看護過程 の展開演習 と看 護技術の振 り返 りを行いま した 。2

週 目か ら、新潟県立中央病 院で、前半 ・後半 グループそれぞれ2

週間ず つ、病棟実習 を行 いま した。6週 目、学内で、事後学習 と

して病棟実習を振 り返 り学生 間で学びを共有 しま した。

基礎 看護学実習Ⅱ は、2年 生 にとって 初めての病院 における実

習で したので、病棟実習初 日は、皆 とて も緊張 している様子で し

た。1日 目に病棟 のオ リエ ンテー シ ョンを受け、それ に引き続き

2日 目にかけて 、看護活動の 内容を知るため、看護師1名 に学生1

ふれあい実習を終えて

あったカラフル☆新発田市

第1学 年(第4期 生) 五十嵐 美奈子 田中 恵美
長井 静華 柳澤 真理

人 にはそれぞれの生 き方 ・暮 らしがあ り、それぞれの持つ価値

観や考え方 にも違 いが生 じる。私たちはその ことを、新発 田市で

のふれあい実習を通 じて改めて学ぶことができた。この3日 間は、

私た ちを大 き く成長 させた 貴重な3日 間(2005年9月19日 ～

23日)で あ ったと思う。

まず私たちは、 この実習を行 うにあた って、「地域 の人 々と生活

者の視点 に立 ち、自 ら積極的に働きかけ、生活様式 、生活 の基盤

とな る価 値について考え る」 とい う目標 を掲 げ実習に臨んだ 。2

泊3日 のホームステ イをさせていただ いたこ家族の方々 はもちろ

んの こと、精神 や身体に障害をもつ方々や農家の方 々とは、普段

の生活 ではふれあ う機会のない人々であ った 。そ れぞれの場で活

躍 する人 々とふれあ ってみて、それぞれの温 かさを感 じた。人の

把握 し住民 と共 に解 決する方法、サー ビス資源 を整えるための関

係機関 との協 同活動 、病気と共 に生きる患者 ・家 族の主体性の尊

重な ど、多 くのことを学んでいま した 。

これ らの実 習を通 して、地域全体 を視野 に置いて、各人のセル

フケ ア能力 の向上と家族 ・地域の力量 を高 めるよ うな コミ ュニテ

ィケ アを目指 すとい う地域看護学の特徴 を十分に学ぶ ことができ

たと考えています。

今 年度は、中越 、上越 地域の5保 健 所と6市6区 、10訪 問看護

ステーシ ョンにご協力 をいただきました。地域看護学実習は、県、

市町村、訪問看護ステー シ ョンをは じめ地域の皆様方の こ支 援の

上に成 り立 ってお ります。今後ともよろ しくお願いいた します。

名が同行 しま した。学生 は、まず病棟の忙 しさやその中での看護

師の無駄のない効率的な動作 に驚き、学生 自身 が看護師のよ うな

行動がで きるのだろ うか という不安を抱 いていた ようです。3日

目か ら、学生 自身 が患者 を受 け持ち、患者へ の看護 を展開 しま し

た。最初 は、どの ように患者 と関われ ばよいか、何をすれば よい

のか とい う戸惑 いがみ られま した。 しか し、実習を進めてい くう

ち に、患者への 関心 が深 まるととも に学習 も深ま り、緊張 も次第

に和 らぎ、患者 に必要 な看護 を学生 自身 が主体的に展開 して い く

ことがで きま した。今 までの机上での学習 が、臨床 にお ける看護

と結 びつ くことで、学習意欲が深ま ったとの声もあ りま した。ま

た 、実 際に看護 を展開する中で、学生 自身 が知識の足 りなさを感

じ、今後 の学習の動機付けとな った ようで した。実習の学 びを今

後の学習 に活かす ことができることを期待 しています。

温かさを親身に感 じ、ふれあ うことか ら分かる ことや人への理解

の大切 さを学んだ。

今回の実習は、 これか ら看護 を行 う身である私 たちが、人々の

それぞれの生き方 や価値観 、また人々の違い を理解 するき っか け

とな った。 この新発 田市 でのふれあい実習で は、人とふれあ うこ

とによ って本当に様々な ことについて考えさせ られた。

ホームス テイを温かく迎え入れて くだ さったこ家族、私た ちの

実習目標が達成できるようにと

力を尽くして下さった新発田市

役所の保健師の皆さん、各実習

先でお世話になったスタッフお

よび利用者の皆さん、新発田市

の皆さんに深く感謝したい。人

に対する感謝の気持ちや、ふれ

あい実習で学んだことを忘れず、

看護や日常活動に活かしていき

たい。 ポスターによるふれあい実習報告会

手作りの継燈式を目指して

2005年9月2日(金)、 第2学 年(第3期 生)の 主催 による継燈式が開催さ

れ ま した 。例年、9月 末の開催 ですが、今年度は実習開始 時期 が早ま った関

係か ら、この 日の 開催 とな り、会場 も冷房設備のない体育館か ら、冷房の効

くホール に移 され ま した。会場 を暗 くして、ローソクの灯 りを受け渡すとい

う第1期 生か ら受け継がれた スタイルのため、残暑厳 しき折 、冷房設備は不

可欠なのです。
先輩から引き継いだ灯り



今 回の継燈式実行委員は、赤松望さん、朝倉里衣さん、木村友美(委

員長)さ ん、斉藤亜衣 さん 、瀬戸優希 さんがつ とめ ました。昨年の4

月以降 、何度も担当教 員や事務の 担当者 と打 ち合わせを重 ね、式典

と記念講演(講 師:遁 所直樹氏)の2部 構成 という新 しいプログラム

とな りま した。その式典パンフレ ッ トには次の ような第3期 生の臨床

実習に臨む決意表 明が記 されています。

1,私 たちは看護ケアを必要とする人 々の痛 みや苦 しみ を理解 し、

安 らぎをもたらすことを心がけます。

2.私 たちは確認を怠 らず、学びを生 か し、よ り安全 で効果的なケ

アを提供 できるよう実習 に臨みます。

3.私 たちは人々の健康を維持 ・増進できるように、その家族 を含

めてセルフケアの支援 を行 うことを心がけます。

4.私 たちはケアを必要 としている人とふれあい、今 まで学ん だこ

とを実践 し、さ らに理解 を深め、 これか らの看護にいか します。
式典を終えて

この 日のそれぞれの思いが、このあ と展開される臨床実習の 中で自身を支え、そ して後輩に引き継 がれて いくことが願われ ます。

桜蓮祭を終えて
第4回桜蓮祭実行委員会委員長 第2学年 阿部 浩也

2005年11月12日(土)に 第4回 桜 蓮祭が挙行されま した。開

催 にあた り、多 くの方 々の こ協力 ・こ声援のおかげで この 日を迎

える ことができたと感 じています。

春 に第4回 の実行委員会が発足 し、1・2年 を中心と した活動 を

始め ま した。昨年度 の実行 委員を経験 した 自分 自身も仕事 内容の

把握 が難 しく、長 という立場で全体をま とめる大変 さを 、日々実

感 しました。

今年度 は、実習先 の病院、特別養護老人ホーム 、精神 障害者 授

産施設の方々の協力を経て作品展示やパ ン販売、長岡市出身の 「ひ

なた」 によるライブ、献血とい った新 しい試み を行 うことができ

ま した。サークルやゼミの発表、学年企画な どとともに、地域 の

方 々に広 く大 学を知 っても らうことやつなが りといったものを感

じていただ けたのではないかと思います。

当日は天候が悪いにもかかわ らず 、多 くの来場者 をお迎えでき

成功の うちに終える ことができま した。 これ は学生 みんなが大学

よさこいサークルによる演舞

祭 に向け 、放課後 遅 くまで準備

を重ねて いった成果だと思い ま

す。

自分を含 め、実行委員を後夜

祭で労ってくれたことが嬉 しく、

今でも覚えています。その反面、

自分たち ばか りが労いを受 け、

他の係の人 には感謝の一言 を言

えなか ったのが心残 りです 。随

分遅 くな りま したが この場 を借
3年 生企画による健康チェック

りて言わせて いただきます。ポスター係、パ ンフ レッ ト係、オ リ

ジナル係 、看板係 、実 行委員の仕事や各係の仕事 を手 伝 って くれ

た皆 さん 、本当 にあ りがと うこざいま した 。そ して、お疲れ様で

した。また、3・4年 生 には実習や就 職活動等の 忙 しいなか、学

園祭 に協力 していただき本当 に感謝 して います。

最後 に、来年度 の実行委員会がよ り良 い桜 蓮祭 に して くれる こ

とを期待 しています。

茶道部によるお茶会

連載６

成 人 看 護 学(急 性期)

教授 深澤 佳代子

この4月 に臨床経験が豊かな新任の講師、助手が赴任し、現在

4名 で成人看護学急性期を担当しています。成人看護学急性期で

は救急や集中治療期、周手術期など健康状態が著しく変化し急激

な侵襲を受けた(あ るいは受けるであろう)人 々の状況を学生が

的確にアセスメントし、さらに適切な看護に結びつける力を修得

することを目的としています。

また、研究活動として、主にクリティカル・ケアに従事する看

護者に焦点を当て臨床実践能力の発展に関するものや災害時急性

期の看護者のメンタル・ヘルスに関する研究等に取り組んでいます。

成人期 とは言 っても、実際 にク リテ ィカル な状況に陥る人 々は

幅広 い年代層 に跨 ります。成人期の人々 の特徴 を踏まえつ つも、

年代に関係なく臨機応変に対

応できる力を発揮できるよう

モデルの充実など学習教材を

工夫してきました。さらに、

学生にとって学びやすい環境

を提供できるよう今後とも他

領域との情報交換をしていき

たいと考えています。 後列左から 石岡助手 山田助手
前列左から 深澤教授 高柳講師



PBLを 活用して学習をすすめるために
～サンディエゴ大学教授 クラーク博士をお迎えして～

学長特別研究(委託)代表 野地 有子

本学初の外 国人講師による講演会が、2005年6月30日(木)に

開催され ま した 。本学 では、全国の看護系大学の中で も先進 的に

PBL学 習法 を導入 して2年 目となり、学長特別研究において研究と

しても取 り組んでいます。このような中、韓国における世界女性会

議2005に参加 されたサンディエゴ大学教授クラー ク博士がその帰

路に、本学で 「PBLと 教員の役割について」を講演くださいま した。

米国で看護教育 に30年 以上携わ り、サンディエゴ大学でのPBLの

こ経験 を踏まえた 、わか りやすいお話で した。教員だけでな く学生

の参力口もみ られま した。

PBLと は、「学生自らが問題提起 した実践的な課題に取 り組む学

習方法」であり、期待される効果は、①臨床推論技術、②学習意欲、

③生涯学習の促進、④自分の足元にた った学習 、⑤グループ交流の

技法 、⑥臨床へ向けた知識の構造化 、⑦学生と教員の満足 、があ げ

られました。一方で、課題 としては、①よいシナ リオの作成 、②教

員のPBL経 験不足、③管理的サポー トの必要性、④教員の時間とコ

ス トがかかる、⑤授業時間が多 くなる、があげられま した。

学長特別研究(委 託)の 本年度の柱 は、シナ リオ とチュー ター ・

トレーニングです。クラー ク博士からのア ドバイスは、シナ リオ に

は、①教科書事例の活用、②患者事例、③複数の事例の組み合わせ、

講演中のクラーク先生

④患者の語 り、⑤学生の つ くった

ケースな どがある こと、 カ リキ ュ

ラム全体 の評価 として 、各領域の

達成課題 と、PBLの 課題をマ トリ

ックスー覧 に して検討 する ことで

した。委託研 究班で は、シナ リオ

の検討 と、マ トリックスの作成お

よびチ ュー ター ・トレー ニング に

ついて検 討を行 って お り、本 学3

年目のPBLが よ り充 実 した学習に

なるよ う準備 をすすめてお ります。

特別講演「大学院における研究指導のあり方と課題」

研究推進委員会 委員長 柿川 房子

2005年10月17日(月)に 千葉大学看護学部 ・正木治恵教授の

講演が行われま した。

講演中の正木先生

文部科学省 の高等教育課におい

て、看護系大 学、大学院の設置に

関する指導 をされた経験と、千葉

大 学 での 研 究指 導 の実 績 か ら、

2006年 度に開設される本大学修

士課程 のあ り方、課 題につながる

現実 的かつ、身近な示唆に富む内

容で した。大 学の目的は 「学問を

進歩」 させ ること、看護の高等教

育 は、社会のヘ ルス ・ニーズに応

え ること、そ して大 学と実践の場

の協働 、すなわち、教育(人 材育

成)、 研究(知 の構築)、 実践(質 の向上)が 期待する成果である

ことを確認することが出来ま した。

修士課程 は、広い視野に立って精深な学識を授け、専攻分野にお

ける研究能力、又はこれに加えて高度の専 門性が求め られる職業を

担 うための卓越 した能力を培うことを目的と し(大 学院設置基準一

文部省令)、 研究指導では、①研究のよい師た らん、②看護学研究

の徹底的訓練、③夢と志の育成(尊 重)、 ④研究推進環境づ くり 一

研究関連文南犬へのアクセス ・研究発表機会の提供 ・国際研究メンバ

ー との交流 ・異分野や他大学研究者(院 生)と の交流 の重要性

を強調 し、さ らに以下の具体的セミナーの例を示 しま した。

1)リ ーディングセミナー：当該題 目の関連基本文献を広 く読み、

大学院生同士で報告 し合 う。

2)リ サーチセミナー:大 学院生の創造的研究の才能を育成 し、テ

ス トするために開設される。(例;毎 週 リス トされた基本的な研

究文献を読む ことを要請 し、報告させ、自分の論文の出版以降

なされた研究を紹介 し、それに批判的コメン トを付け加 える)

3)現 在われわれが所有 して いる知識がどれ だけのものかを知 り、

その上でわれわれ自身 が創造的に貢献出来 る事柄が如何なるも

のであり得るかを明確 に確認する作業が基本 にな っている

4)日 本には未だ十分には根付いていない学問研究の徹底的訓練(専

門的完成への志向)

最後 に論文審査のあ り方に関する現実的な課題等にも触れ、研 究

科の始 まりに直面 している各教員 にとって意義深いもので した。

特別講演

「市民と研究を協働するために」

研究推進委員会 田中 キミ子

大雪が降 り続 く2006年1月18日(水)、 午後1時 か ら、第一ホ

ールにおいて ノエル ・ク リスマ ン博士による講演会 「市民 と研究を

協働するために」 が、看護研究交流センターおよび研究推進委員会

の主催によって開演されま した。近郊の保健師 ・看護師さん達をは

じめ多くの人々が集ま り、本学野地教授の通訳で進め られま した。

クリスマン博士 は、米国ワシン トン大学看護学部教授と して長年

教鞭をとられお り、こ専門は文化人類学 と公衆衛生学で、米国文化

人類学会 においても著名です。今回のテーマは、地域を基盤と した

参力口型研究の理論 と実践の応用を中心 とした 「市民と研究を協働す

るために」を講演 して下さいま した。

地域参加型研究 とは新 しい用語ですが、考え方 自体は新 しいもの

ではな く、社会学研究分野では50年 以上前 からこの考え方が中心

となってきています。講演で は、地域の人々の健康はその地域の環

境をうけているため、ライフスタイル に働きかける ことによ って健

康増進 ができること、また、この考えを社会に働きかけることが大

切であり、働きかけによって システムを動か し、人々の健康に関与

する地域参加型研究の考え方か らは じめ られたことなどが話されま

した。さ らに、博士が40年 以上前か ら取 り組 まれている研究につ

いて、米国の健康づ くりの当時の様子から、健康に関する専門職の

力と、地域住民の力を引き出して協働 しなが ら、人々の健康増進に

努めてきた これまでの研究経過、および地域のヘル スケアすべての

レベル に連立 して働きかけるcontinuumofcare(ケ アの連立体)

の概念が説明されま した。また、禁煙を事例と し、シア トル市にお

いて臨床家、ソー シャルワーカー、社会学者などが協働 して市に働

きつづける うちに、市民が協力 して主体的 に禁煙するようにな った

研究の実際について、禁煙の難 しさや日本の現状を客観的 に捉えな

が ら紹介されるとともに、パー トナーシップモデル、地域 リーダシ

ップの事例、国際的 に取 り組んでいる研究の現状についても述べ ら

れま した。最後 に、地域参加型研究は、私達に役立 っている科学の

進歩 を、パー トナ

ーシ ップによ って

地域 に対 してサー

ビスす ることが重

要であ り、同時 に

研究者と地域の人々

と相互の 信頼が重

要であ ることを強

調されま した。

クリスマン先生と通訳をつとめる野地教授



看護研究交流センター長 吉山 直樹

平成16年 の年の暮れが中越大震災で慌ただ しく終わったと思ったら、

もう一年経って、平成18年 になって しまい、今は豪雪に家が潰されて

被害にあう高齢者の話になっている。16年 度センター年報に書いたが、

被災者を対象としたケアの実践は、決して価値の低いものではな く、

これこそ正に 「実学」で、過去の歴史においても経験 とそれに対処す

る実践に根ざして多くの研究がスター トしてきたのではないかと考える。

下半期のセンターの活動を要約する。

１.生 涯学習 ・研修支援事業
実施ずみの事業は以下の通りである(敬称略)

(1)一 般公開講座

1)特 別講演 「自らの歩みから得た看護観を通して看護技術の意味を問う」

永井敏枝氏(国 際看護師協会東京大会記念奨学基金理事)7月9日(土)

2)「 海外の看護と日本の看護i」(6回シリーズ)6月25日(土)～7月30日(土)

3)「 サクセスフル・エイジングへの挑戦」(8回 シリーズ)新 潟工科大学と共催

10月1日(土)～11月19日(±)

(2)専 門講座

1)看護英会話セミナー'① 夏期セミナー8月29日(月)、30日(火)

②秋期セミナー9月26日(月)、27日(火)

2)看 護情報処理セミナー:冬期セミナー ①12月15日(木)、16日(金)

②1月19日(木)、20日(金)

3)看 護研究の基礎知識7月9日(土)、10日(日)

4)看 護研究ステップアップコース8月 ～2月18日(土)終 了予定

(3)看 護職員臨地実習指導者養成講習会

受講者50名 、開催期間8月22日(月)～10月20日(木)

2.研 究事業

(1)地 域課題研究費

平成17年 度の看護i研究交流センターの実施が承認された地域課題研究費は、

下記の通り9課題である。配分された研究費総額は617万 円である。

(参考のために過去4年間分の地域課題研究費金額をまとめて表1に示した)

1)豪 雪地における高齢者の生活構造の変化とソーシャル・サポート・システムの評価

2)化 学物質過敏症に関する研究

3)新 潟中越地震の急性期看護に従事した看護師のメンタルヘルスに関する研究

4)コ ンピューターを利用した訪問看護における看護技術学習支援教材の開発
一安全性の確保に焦点を当てて一

5)看 護系大学におけるIT環境整備による看護研究推進効果に関する研究

6)ヘ ルスケアの場におけるEcologicalMomentaryCommunication

Toolと しての携帯電話の研究

7)豪 雪地域の在宅療養を支援する継続看護に関する研究

8)ニ ーズに基づいた看護職のナレッジアーカイブス作成の実証研究のための

基盤整備

9)新 潟県下看護職の人材育成と現任教育に関する研究

(2)科 学研究費補助金

科学研究費補助金に関する情報提供 ・計画

書作成支援については、平成17年 度は臨時

の事業として実施したが、平成18年 度から

はセンターの正式の支援事業としたい。

参考に過去3年の実績を表2に示す。 サクセスフル・エイジングでのトランポビクスの演習

(「応募」、「採択」とも件数、「率」は96)

１.高 校生の授業見学
今年度も、5月 以降38回 、高校生

の授業見学が企画され、計25名 のこ

参加があ りま した。

このうち、昨年の7月5日 に開催さ

れた基礎看護学演習への授業 には、 膝の反射は・

3名の方がこ参力口くださいました。演習の内容は 「フィジカルアセスメン ト」

でした。

14時 過ぎに集合し、体操着に着替え、簡単な説明を教務係担当者から

受けた後、基礎看護学実習室で、在校生の2年 生と一緒に演習に参力口。参

加 した演習パー トは神経のアセスメン トで、音叉をくるぶ しにあてての振

動覚評価、ひざの打診による反射の評価、目を閉じてものを触る触覚の評

価などを体験されました。

終了後の感想としては、「とても楽しそうな雰囲気だった」「先生や、一

緒に行 ってくれた学生がとても優しく接 してくれた」「こんなにたくさんの

体験ができるとは思わなかった。ますます来たくなった」など、短いなが

らも有意義な時間をすごされたようでした。

2.オ ープンキ ャンパス
2005年7月28日 と8月3日 の2回 にわた り、オープンキャンパスが開

催され、計227名 の高校生や社会人入学を希望される方においでいただき

ました。全体説明のあと、体験学習 ・施設見学として、在校生の引率で複

数の実習室をまわり、各パー ト20分 程度の演習にご参加いただきました。

全体説明

毎年、参加者 にご記入いただ く

アンケー トでは、この体験学習が

好評であ り、今 回も各実習室で、

楽しそうな体験風景がみられました。

今年もほぼ同じ時期に開催の予

定です。詳 しい日程が決まりまし

た らホームペー ジなどを通 じて こ

案内いた します。

体験学習

3.学 生と教職員(企 画委員会)と の懇談会
2006年1月17日(火)、 大学のよ りよい発展に学生の意見を反

映させることを目的に、この春卒業する第1期 生と企画委員会によ

る懇談会が開催されました。それぞれのゼミか ら選抜された学生

の代表者14名 と、学長、学生部長は じめ、本学の運営委員会の委

員長、事務局長ほか、各事務部門の担当者が出席 しました。また

傍聴席も設けられ、公開して開催されました。

会は、事前 に運営委員会ことに検討 した、「学生 に話 し合って欲

しいテーマ」についてゼミ単位で議論 された資料をもとに、力口藤i

学生部長の司会 によって、授業に関する事項と学生生活に関する

事項の2つ について進められま した。

授業に関する事項では、自習室やパ ソコン設備を含めた 自己学

習を支援する環境の整備、授業満足度評価のフィー ドバックのあ

り方、講義内容の重な りの是正などが話されま した。また学生生

活に関 しては、図書館の開館時間延長、自習室へのプ リンタ設置

の希望などが出されま した。また、事務サイ ドからは冷暖房や照

明を適正 に使用 してい く学習者 としての態度 に関する指摘もあり

ました。

当初予定していた2時 間を超え、

初めての懇談会は終了 しま した。

教員 にとっては学生の困惑 や不足

感 を知る機会とな りま した し、ま

た学生 にとっても学生個々の学習

支援のために投入されている経費や、

大学整備の充実に向けた準備状況

を知る機会となったと思われます。

初めて開催された4年 生代表者との懇談会1



屋外球技サークル

代表 第3学年 小 林 創

屋外 球技サー クルは、春か ら、冬 に雪が降る まで 、グラウ ン ド

が使える時期の晴れた 日に学生 が集 ま って活動 して います。天気

のいい日にみんなで集 まって 、キャ ッチボール などを し、元気 に

身体を動かそ うという方向性で活動 しています。

昨年(2005年)春 に、新 潟県立看 護大学 に1学 年か ら4学 年

まですべての学年 が初 めて揃 い、男子学生も 増えたことで、野球

の試合をする ことができま した。学年対抗 での野球大会も企画 し

たのです が、天候や 、3年 生の看護学 演習な どの都合 によ り、開

催する ことができませんで した。2006年 度はみんなの都合 の良

い日を選び、ぜひ開催 したいと考 えています。

青空のもと、笑顔で運動をするとい うのはとても気持ちがよく、

楽 しいものです。天候に左右され がちなので、活動 日が不 定期な

のですが、外で楽 しそ うにキ ャッチボールを して いる人 たちがい

た ら、気軽に声をか けてみて ください。一緒 に青空の下 でおもい

き り身体 を動か して、気持ちのいい汗をかきま しょう。

新潟県立看護大学 看護学部 看護学科 平成18年 度1年次入学試験結果一覧表

1

2

3

※

※
※

一般選抜前期の募集人員50名 には社会人特別選抜の若干名を含む。

地域別は出身高校所在地による。但し、社会人特別選抜の地域別は現住所による。
一般推薦は新潟県内者に限られる。

新潟県立看護大学 看護学部 看護学科 平成18年度3年次編入学試験結果一覧表

※1地 域別は出身高校の所在地による。
※2入 学者数は、入学手続完了者の数である。

編集後記

昨年末から今年にかけて、各地で記録的な寒さと大雪を観測 しました。気象庁によるとこの冬は20年 ぶ りの全国的な 「寒

冬(か んとう)」になる可能性が高いそうです。大雪には慣れているはずなのに、昨年の暮れから自然の威力に、ただただ圧

倒されるばか りで した。しかし待ち遠 しかった旅立ちや出会いの春も目の前です。ここ新潟県立看護大学でも第一期生が4年

間の学びを終えて社会に羽ばたいていきます。今回は希望に満ちた4年 生の看護研究の様子をお伝えしました。

校歌の一節に 『学ぶ言葉を 培い あふれ くる思い紡ぎ 皆の心に そそぐよ』とあるように、卒業生たちもあふれる思い

を言葉に して、接する人々の心を満たしてくれることで しょう。活躍が楽しみです。(広 報委員 山本淳子)

新潟県立看護大学
NiigataCollegeofNursing

本学ホームページ
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